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＜連絡事項＞
・5/20（月）昼食メニューが仕入れの関係上「もずく」→「めかぶ」へ変更となります。
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　キヨ様～本日面談予定だが、家族都合悪くなったとのことで面談延期となる。
・中村　豊様～右下腿の掻痒感訴えあり。オイラックスクリーム1本処方となる。
・小笠原　千代子様～5/20よりOT導入指示あり。
・高屋敷　良子様～精神状態落ち着いたため、退院許可あり。大川PSWへ情報提供している。また、本人より経口摂取希望あり。スポンジを用いての水分摂取は可との指示あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。ドア蹴りや壁叩きなく落ち着いて過ごすことできている。スタッフ対面時大声や不穏さもなく穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。幻聴や妄想に左右された発言なし。他者トラブルなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前にドア蹴りしている。開放中は奇声や徘徊なく、ホールにて書き物をして過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～本日より20時～翌6時の時間隔離へ変更となる。自室にて過ごされている。活気のなさ見られているが、不穏さや興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹拘束中。深夜帯にてM-T自己抜去あり再挿入行っている。以降経管栄養トラブルなし。日中開眼はしているが発語なし。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想あるが、拒食や拒薬はない。危険行為なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～声掛けにて自力で摂取することできている。集中力なく食事の途中で離席することあり都度介入要している。声掛けに対して概ね疎通図れている。
・中村　豊様～女性患者様と距離が近いことあり都度介入要している。他者トラブルはな
い。
・下村　慶子様～バイタルサイン異常なし。顔面の疼痛訴えスタッフコール頻回に聞かれ
ている。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～精神症状落ち着いてきているため、来週の定期薬よりハロペリドールが　2→0.75mgへ減量となる。
・中居　松男様～昨日の検尿結果：茶褐色尿で白血球1＋、潜血3＋。水分摂取促して経管観察の指示あり。
・菅井　浩子様～持参薬は当院処方へ切り替え、来週より定期薬へ変更。本人から疼痛の訴えないため、カロナールは臨時薬中止、IFオーダーに疼痛時追加となる。

